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見
帳

に
み
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
器

の
入
札
価
格

棚

橋

淳

「

は

じ

め

に

今
・か

ら
十
数
年
前
、
N
H
K
学
園
講
座
の

「古
文
書
を
読
む
」
を

「基
礎

コ
ー
ス
」
か
ら
始
め
て

「解
読
実
戦

コ
ー

ス
」
ま
で
六
、
七
年

の
あ
い
だ
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
。
毎

月
苦
心
し
て
解
読
し
た
答
案
が
添
削
さ
れ
、
評
価
が
付
け
ら
れ
て
返

っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を

繰
り
返
す
う
ち
に
、
自
分
で
も
明
治
前
期
の
金
子
等
の
借
用
証
文
.
家

・
崖
敷

・
田
畑

の
売
り
渡
し
証
文
な
ど
を
多
少

入
手
し
、
解
読

の
練

習
を
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
ら
の
書
式
は
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
決
ま

っ
て
お
り
、
借
用
証
文

・
売
り
渡
し
証
丈
の
例
を
図
1

・
図
2
に
示
す
や

(解
読
文
)

証

一

米
三
拾
俵
也

代
金
百
拾
壱
円
也

(略
}

明
治
十
六
年
五
月

一
日



{借
町
主

・
貸
主
略
〕

凸解
説
文
V売

渡
謹
書

問
第
五
拾
六
号

上
京
区
第
壱
組
竪
祉
北
半
町
弐
百
壱
番
地

等
縁
百
八
等

一

宅
地
四
拾
八
坪
壱
合
弐
勺

m
第
五
拾
弐
号

右
地
所

二
有
之

一

建
家
弐
棟

問
口
弐
間
半

総
瓦
葺
本
屋
二
階
建

建
坪
拾
六
坪
三
合

奥
行
六
間
半

間
口
弐
間

建
坪
壱
坪

奥
行
半
間

右
代
価
金
九
拾
五
四
也
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図1証(明 治 十 六 年)縦24.3cmH.8.1.6
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Rights were not granted to include this image in electronic media. 
Please refer to the printed journal.



図2 売渡 証 書(明 治 卜四 年)縦33,1clnH,8.1,6
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Rights were not granted to include this image in electronic 
media. Please refer to the printed journal.



(略
)

明
治

十
四
年
三
月
七
日

(売
主

・
買

い
主
略
)

こ
れ

ら
の
証
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
金
額

二

一
円
、
九
五
円
は
そ
れ
ぞ
れ

「養
蚕
手
当
の
為
」

に
借
用
し
た
米
三

〇
俵
、
相
手
方
に

「売
渡
」
し
た
宅
地
四
八

・
一
二
坪
と
建
物

二
棟
に
対
応
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
は
他
の
多
く

の
文
書
に
も
共
通
す
る

こ
と

で
あ
る
。

さ
て
平
成
十
二
年
に
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
た
参
天
製
薬
株
式
会
社
が
そ
れ
を
期
に
、
日
本
に
お
け
る
医
療
用
点
眼
瓶

の
歴
史
に
関
す
る

本
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
創
業
以
来
近
年
ま
で
点
眼
薬
容
器
の
素
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
、
何
か
読
み
物
に
な

る
よ
う

な
原
稿
を
と
依
頼
さ
れ
た
。
私
と
し
て
は
気

の
進
ま
ぬ
仕
事

で
あ
り

一
年
以
上
も
固
辞
し
続
け
た
が
、
編
集
担
当
の
人
事
総
務
部
史

料
室
の
五
十
嵐
光
敏
氏
が
、
江
戸
時
代

に
ガ
ラ
ス
製
品
が
ど
の
程
度
日
常
的
な
も

の
で
あ

っ
た
の
か
に
強

い
関
心
を
持

っ
て
お
ら
れ
、
そ
の

こ
と
で
他

の
執
筆
者
と
論
争
さ
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
た
の
で
、
当
時
の
ガ
ラ
ス
器
の
普
及
状
況
に

つ
い
て
書

い
て
み
る
こ

隠

と
に
し
た
。

ガ
ラ

ス
器
の
普
及
と
ガ
ラ
ス
製
品
の
実
用
性

・
価
格
と
は
大
い
に
関
係
す
る
と
の
立
場
か
ら
、
当
時
の
ガ
ラ
ス
器

の
価
格
を
調
査
し
た
。

そ
の
際
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
り
舶
載
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
器
の
長
崎
会
所
で
の
落
札
価
格
に
つ
い
て
大
き
な
疑
問
に
直
面
し
た
。
本
稿
で
は
こ
の

点
に

つ
い
て
考
察
し
た
い
。

註
ω

明
治
六
年
六
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
証
券
印
紙
税
に
関
連
し
て
、
各
種
証
文

へ
の
印
紙
の
貼

り
方
、
書
式
を
示
し

一5～



(2)

た
小
冊
子
が
当
時
多
数
刊
行
さ
れ
た

(『国
立
国
会
図
書
館
蔵
明
治
期
刊
行
図
書
目
録
』
第
二
巻
、
国
立
国
会
図
書
館

、

一
九
七
二
年
、

一

九
ニ
ー

二
〇
二
頁
、
第
五
巻
、

一
九
七
四
年
、
二
八
四
頁
)。
印
紙

の
貼
り
方
、
書
式
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
例
を
挙
げ
る
。

柳
沢
武
運
三
鮮

『商
家
必
要
印
税
訳
鮮
』

(泉
登
見
造
、
明
治
十
三
年
)
、
六
オ
ー

八
ウ
。

森
田
晋
三
編

・
平
川
良
坪
書

『証
券
案
内
習
字
本
』
(五
勝
堂

・
弘
通
書
騨
、
明
治
六
年
)
、
一
四
ウ
ー

一
五
ウ
。

棚
橋
淳
二

「江
戸
後
期
明
治
前
期
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
器
の
普
及
状
況
」
(野
中
杏

一
郎
編

『医
療
用
点
眼
瓶

の
変
遷
』
史
料
室
編
書
4
、

参
天
製
薬
株
式
会
社
史
料
室
、
二
〇
〇

一
年
)、
二
四
六
-

二
六
九
頁
。

二

舶

載

ガ

ラ

ス
器

の
単

価

江
戸
時
代
、
西
欧
の
ガ
ラ
ス
器
の
多
く
は
オ
ラ
ン
ダ
船
の
脇
荷
物
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
纏
め
て
長
崎
会
所
に
買

い
取
ら
れ
、

そ
の
後

入
札
権
を
持

つ
い
わ
ゆ
る
五
箇
所
商
人
に
よ
り
下
見
と
入
札
が
行
わ
れ
た
。
下
見
の
際
、
品
名

・
数
量

・
見
取
り
図

・
品
物
に
つ
い

み

ち
ょ
う

て
の
覚
書

(特
徴

・
欠
陥
な
ど
)
を
商
人
各
自
が
記
し
た
も
の
が

「見

帳
」

で
、
こ
れ
に
は
三
番
ま

で
の
入
札
価
格
と
入
札
者
名
も
記
さ

お

ぽ

え

れ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に

「覚
」
「大
宝
恵
」
な
ど
様
々
な
文
書
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
書
の

一
つ
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

所
蔵

の
島
津
家
文
書

『紅
毛
方
脇
荷
物
落
札
帳
』
〔弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
〕
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
土
屋
良
雄
氏
が
ガ
ラ
ス
器
に
関
す

る
部
分
を
解
読
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
落
札
帳
に
は
見
取
り
図
が
な
く
品
名

・
数
量
/
落
札
価
格

・
落
札
者
が
そ
れ
ぞ

れ
/
の
部
分
で
改
行

さ
れ
、
例
え
ば
左
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

一

壱
番
切
子
台
付

四
ツ

ふ
た
物

一6一



七
拾
七
匁
五
分

村
上

し
た

が

っ
て
切
子
台
付
蓋
物
の
単
価
は
銀
七
七

・
五
匁
を
個
数
四
で
割
り
、
銀

一
九

・
三
七
五
匁
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。
土
屋
氏
も
こ
の

切
子
台
付
蓋
物
の
単
価
を
同
様
の
手
続
き
で
求
め
、
「銀
二
〇
匁
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
て
お
ら
れ
る
(最
高
落
札
価
格

の
品
名
、
落
札

の
総
額
、

④

各
種
薬
瓶
の
落
札
価
格
の
合
計
も
、
落
札
価
格
が
単
価
で
な
い
と

の
考
え

に
基
づ
い
て
い
る
)
。
先
に
触
れ
た

「江
戸
後
期
明
治
前
期
に
お

け
る
ガ
ラ
ス
器
の
普
及
状
況
」

の
た
め
の
表

で
は
、
土
屋
氏
が
解
読
さ
れ
た

『紅
毛
方
脇
荷
物
落
札
帳
』
の
ガ
ラ
ス
器
に

つ
い
て
の

一
覧
か

ら
、
切
子
瓶
と
薬
瓶
を
選
び
だ
し
単
価
計
算
を
行

っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
こ
の
文
書
に
は
見
取
り
図
が
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
品
物
か
そ

の
大
き
さ

・
形
状
な
ど
が
分
か
ら
ず
、
切
子
瓶
に

つ
い
て
は
比
較
的
高
価
な
こ
と
も
あ

っ
て
、
さ
ほ
ど
不
審
を
抱
か
な
か

っ
た
が
、
薬
瓶
に

つ
い
て
は
、
計
算
を
進
め
て
行
く
う
ち
に
単
価
が
銀
○

・
四

一
厘
、
銭
に
し
て
0

・
四
文
と
い
っ
た
数
値
が
現
れ
た

の
で
、
果
し
て
こ
れ
で

よ
い
の
か
多
少
不
安
に
な

っ
た

(表
1
)
。

暢

神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
の

『嘉
永
三
戌
三
番
割
紅
毛
脇
荷

・
:

』
に
は
角
形
薬
瓶

の
図
と
特
徴
、
落
札
価
格
が
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
こ
の
薬
瓶
は
八
角
板
状

の
摘
ま
み
を
も

つ
細
口
角
形
瓶
で

「
ス
リ
立

品
よ
し
」
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
瓶
の
四

つ
の
側
面
も

平
ら
に
研
磨
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る

「摺
瓶
」

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
品
名

・
数
量

・
落
札
価
格
な
ど
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

一

六
番
角
形
薬
瓶

弐
百
四
拾
四

外

二
六
ツ
疵
入

(全
体
見
取
り
図
略
)
(栓

の
見
取
り
図
略
)
(覚
略
)

㊤

〔村
上
力
〕
札
四
匁
五
分
五
厘

一7一



落札価格
単 価

n名
数量目口 落 札 者

銀(匁)
銀(厘) 銭(文)

一

壱番角台薬びん 522 6.3 藤や 1.21 1.2

弐番同 168 5.5ユ 村上 328 3.3

三番角薬瓶 129 3.67 1永 見や 2.84 2.8

四番同 575 3.39 藤や 0.59 0.6
1

五番同 300 4.23
1

田原や ユ.41 1.4

六番同 485 3.74 村上 0.77 0.8

七番同 128 3.59 関東屋 2.80 2.8

八番同 280 2.93 長岡 1.05 1.1

九番同 250 2.61 関東屋 1.04 1.0

無地角形薬瓶 125 5.89 関東屋 4.71 4.7 :

壱番広口薬瓶 578 14.8 藤や 2.56 2.6 1

弐番同 175 11.6 永見 6.63 6.6

壱番無地同 162 5.03 藤屋 3.10 3.1

弐番同 290 3.89 藤屋 1.34 1.3

三番同 ユ90 2.79 藤屋 1.47 1.5
I

I

四番同 205 2,093 藤屋 1.02 1.0

五番同 240 2.Ol 藤屋 0.84 0.8 1

六番同 535 3.21 阿部 0.60 0.6

1

七番同 240 2.72 阿部 上.13 1.1

八番同 550 223 長岡 0.41 0.4

九番同 43 1.98 関東や 4.60 4.6

拾番同 300 2,206 永見や 0.74 0.7

角形薬びん 350 4.39 藤や 1.25 1.3

表1『 紅毛方脇荷物落札帳』(弘化4年)所 載の各種薬瓶の品名 ・数量 ・落札価格 ・落札

者 ・単価。弘化4年 の京都での銀1匁 はユ00文(小 葉田淳 ・他監修 『読史総覧』人物往来社 、

昭和4ユ年、799頁)で 、これ をそのまま長崎に当てはめ ることは不適当であ ろうが、 目安 と し

て銭換算値 を掲げた。

一8



上
記
と
同
じ
手
続
き
で
単
価
を
求
め
る
と
、
疵
入
り
六

つ
を
除
外
し
て
も
個
数
二
四
四
で
四

・
五
五
匁
を
割
る
と
銀

】
・
八
六
厘
、
銭
に

し
て

一
・
九
文
と
な
り
、
や
は
り
表
1
に
記
し
た
各
種
薬
瓶
の
単
価
と
大
差
な

い
こ
と
が
分
か
り
、
い
ず
れ
も
小
売
り
価
格
で
は
な
い
の
だ

か
ら
と
納
得
す
る
こ
と
に
し
た
。

註
ω

脇
荷
物
の
他
に
読
物

・
献
上
品

・
進
物
品

・
遣
捨
品
と
し
て
も
輸
入
さ
れ
た
と

い
う

〔石
田
千
尋

「長
崎
貿
易
の
精
華
-
そ
の
輸
入
。㎜を

め
ぐ
っ
て
ー
」
(神
戸
市
立
博
物
館

『鎖
国

・
長
崎
貿
易
の
華
ー
ギ
ヤ
マ
ン
/
更
紗
/
金
唐
苧
1
』
神
戸
市

ス
ポ
ー
ツ
教
育

公
社
、
平
成
六
年
)
、

一
〇
九
頁
。

②

土
屋
良
雄

「
日
蘭
貿
易
の

一
断
面
-
弘
化
四
年
蘭
船
持
渡
り
の
ガ
ラ
ス
器
に
つ
い
て
ー
」

(『た
ば
こ
と
塩

の
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
昭
和
六

十

一
年
)
、
五
四
-
六
四
頁
、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
蔵
。

㈹

土
屋
良
雄
、
前
掲
論
文
、
六
三
頁
。
た
だ
し
、
こ
の
計
算
法
で
は
総
額
は
二
貫
百
二
匁
五
分
五
厘
二
毛
に
な
る
は
ず
。
落
札
価
格
を

単
価
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
価
に
数
量
を
掛
け
た
値
の
和
が
総
額
に
な
る
。
各
種
薬
瓶
の
落
札
価
格
合
計
は
六
〇
頁
。

ω

前
掲

『鎖

国

・
長
崎
貿
易

の
華
ー
ギ
ヤ
マ
ン
/
更
紗
/
金
府
芋
1
』
、
八
〇
頁
、
図
版
番
号
三

〇
三
-

一
。
『嘉
永

三
戌

三
番
割
紅
毛
脇

荷

…

』
の
文
書
名
は

『嘉
永
三
戌
三
番
割
紅
毛
脇
荷

・
戌
四
番
割
阿
蘭
陀
船
本
売

・
戌
五
番
割
戌
壱
番

船
本
売

・
同
銀
札
買

・

十
二
家
在
留
銀
札
買

・
戌
壱
番
船
別
段
覚
』

一9一

 

三

江
戸
後
期

の
化
粧
水
用
の
ガ
ラ
ス
瓶

の
単
価

文
化
年
間
、
式
亭
三
馬
が
売
り
出
し
た
瓶
詰
箱
入
り
の
化
粧
水

「江
戸
の
水
」
は
、
三
馬
に
よ
れ
ば
正
に
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
に
売
れ
た
と



製 造 業 者 単価 銭(文) 1個 当た りの 目方(匁)

硝子師大伝馬町三丁 日平井善右衛門

両国米沢町硝子屋

10

6.25

1.6～L7(=6～6.3759)

1.5(=5.6259)

表2『 式亭雑記』所載の化粧水 「江戸の水」 のガラス小瓶 の単価 ・目方 など

　
る

お

い
う
。
こ
の
と
き
使
わ
れ
た
小
瓶
に
つ
い
て

『式
亭
雑
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
の
水
硝
子
師
大
伝
馬
町
三
丁
目
平
井
善
右
衛
門
、
百
文
に
付
数
十
が

へ
、
十

の
目
方
拾
六
匁
或
は
十

七
匁
あ
り
、
し
か
る
に
両
国
米
沢
町
硝
子
屋
は
、
百
文
に
付
十
六
が

へ
に
て
出
来
す

る
故
、
こ
の
家

へ
眺
、

則
出
来
数
拾
に
付
目
か
た
拾
五
匁
、
三
月
廿
八
日
は
じ
め
て
百
五
十
出
来
、
あ
と
追

々
読

へ
置
至
極
よ
し
、

こ
の
記
述
か
ら
小
瓶
の
単
価
と

一
個
あ
た
り
の
目
方
を
求
め
て
表
2
に
記
す
。
こ

の
表
の
数
値
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
わ
ず
か
六
グ
ラ
ム
前
後
の
器
壁
の
薄

い

(指
で
少
し
強
く
摘
め
ば
破

れ
て
し
ま
う
)
小
瓶
の

単
価
が
六
乃
至

一
〇
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
記
憶
に
留
め
た
い
。
ち
な
み
に

『式
亭
雑
記
』
に
よ
れ
ば
箱

一
個
の
単
価
は
六
文
、
式
亭

の

『江
戸
の
水
』
に
よ
れ
ば
、
江
戸
の
水
は
瓶
詰
箱
入
り
で
四
八
文
、
容
器
持

麟

参

の
詰
め
替
え

で
三
二
文
と

い
う
。
江
戸
の
水

の
容
器
と
特
定
で
き
る
小
瓶
は
未
見

で
あ
る
が
、
『江
戸
の

水
』
の
挿
絵
に
み
ら
れ
る
角
形
小
瓶
の
類
品
は
比
較
的
多
く
残

っ
て
お
り
、
例
え
ば
江
戸
の
水
に
類
す
る
化

粧
水

「花
の
露
」

の
容
器
の
場
合
、
目
方
は
四

・
六
グ
ラ
ム
で
、
そ
の
容
量
は
細
口
の
下
辺
り
ま
で
で

一
七

㏄
で
あ
る
。

こ
の
記
事
の
書
か
れ
た
文
化
八
年

(
一
八

=

)
は
上
記

『紅
毛
方
脇
荷
物
落
札
帳
』
の
成
立
時
期
で
あ

る
弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
よ
り
三
六
年
前
に
な
り
、
こ
の
よ
う
に
粗
悪
な
製
品
で
も

『紅
毛
方
脇
荷
物
落

札
帳
」
所
載
の
薬
瓶

の
落
札
価
格
よ
り
そ
の
製
造
に
多
く

の
経
費
が
か
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら

ば
弘
化
四
年
以
後

の
薬
瓶
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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註
(1)〔4)(3)(2〕

式
亭
三
馬

『江
戸
の
水
』
版
本
、
文
化
九
年
、
び

い
ど

う
史
料
庫
蔵
、
「江
戸
の
水
ま
す
ま
す
り
う
か
う
す
る
に
し
た
が
ひ
わ
れ
も
わ

れ
も
と
も
と
め
給
ふ
人

々
ハ
」

(十
ウ
)
、
「江
戸
の
水
が
う
れ
る

ハ
は
や
る
ハ
と
き

い
て
お

つ
か
ぶ
せ
を
し
た

が
る

ハ
世

の
中
の
人

心
そ
こ
で
も
こ

・
で
も
何

の
水
か
の
水
と
ま
ぎ
ら

ハ
し
き
け
し
や
う
水
を
出
し
け
れ
バ
」
(十

一
ウ
)
。

式
亭
三
馬

『式
亭
雑
記
』

(『続
燕
石
十
種
』
第

一
、
国
書
刊
行
会
、
明
治
四
十

一
年
)、
五

一
-

五
二
頁
。

前
掲

『江
戸
の
水
』
、

一
オ
、

=
ニ
オ
。

棚
橋
淳
二
「江
戸
後
期
明
治
前
期
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
器
の
普
及
状
況
」
(野
中
杏

一
郎
編

『医
療
用
点
眼
瓶
の
変

遷
』
史
料
室
編
書
4
、

参
天
製
薬
株
式
会
社
史
料
室
、
二
〇
〇

一
年
)、
二
六
二
頁
、
図
5
。

四

明

治
前

期

の
各
種

薬

瓶

の
単

価

大
坂
高
麗
橋
二
丁
目
の
尾
張
屋
伊
藤
幸
七
が
明
治
初
期
の
頃
に
版
行
し
た
と
思
わ
れ
る
製
品
目
録
が
あ
る
。
同
目
録

に
よ
る
と
尾
張
屋
は

「薬
瓶
釜
本
」

で
あ
り
、
「硝
子

一
切
之
細
工
物
御
好
二
応
ジ
調
進
」
し
た
と

い
う
。
同
目
録
に
は
各
製
品
ご
と
に
品
名
と
見
取
り
図

(な

い

も
の
が
多

い
)
の
欄
に
続
き
種
々
の
容
量
を
重
量
単
位
で
記
し
た
欄
が
あ
り
、
各
容
量
の
下
の
空

い
た
所
に
単
価
が
書
き
込
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
価
格
の
変
動
に
対
応
す
る
た
め
で
、
こ
の
目
録
は
比
較
的
長
く
使
う
こ
と
を
意
図
し
て
用
意
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が

っ
て
単
価
の
異
な
る
書
き
入
れ
の
あ
る
目
録
が
い
く
つ
か
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
目
録
で
は
単
価
は
朱
書
き
で
、
価
格
は
銭

・

厘

・
毛

で
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
数
例

の
製
品
に
つ
い
て
容
量

・
単
価
を
引
用
し
表
示
す
る

(表

3

・
図
3
)。

表
3
に
お
い
て

「舶
来
吹
広
口
瓶
」

の

「舶
来
吹
」
と
は
通
常

「
ジ
ヤ
ツ
パ
ン
吹
」
に
対
す
る
用
語
で
、
後
者
が
共
竿
を
用

い
る
の
に
対
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舞1製;恥瓶nオ ー 工・ケ1

直 段
旺 峠

斬撒 働 匹毛) 級{丈, 1

広
1

崔匁入
細 コ厘八毛 3.2

広 四腔{五毛 4.5

帯両入

細 皿厘弐毛 4,窪

広 五厘八毛 5.臼

壱両夫
袖 :'週 三亀

5.臼

広
_二両 λ ノ」咀八毛 5.呂

湘

広
三両入 」壱鋏 10

細

広
五i呵入 壱鍛凹厘 14

親

広
小十両入 畳無九屈 16

細

広
大十画λ 童触 屈 飽

細

広
'1'五1刈λ 弐戴八胆 銘

細

広
半斤入 四鍛 一三厘 43

細

広
畳斤入 八鰻五厘 君5

細

舶崇吹広ll瓶11ウ ー且オ}

蝿 八十1圧無 脚
十 ∫[斤入

鰍 六{1・五 妾虹 ㎝

陛 五t・渦載 540
一卜斤 入

蜘 四十六戴 450

展 凹'i'六 雑 4固o

八斤λ

冠 :十 ノ醸 ㎜

艮 二十六鋤 2晦o

五斤入

短 十九銚 1no

畳
一卜九鍛 1鮒

四斤λ
短 十π盤 150

畏 十正錯 150

巨斤入

矩 十三躍 150

畏 十≡餓 且呂o

二斤入

短 九銚 鮒

長 九鋤 田
一斤 λ

煙 六拉五屈 噛

艮 六載五匝 、哺
半斤人

1

組 穴鎮 60

1吋細1'1酬 医12オ ー3ウ,

十・1ナ入 五捨四観 5萱o

八11'人 四拾四戯 輯o

至工ま1'人 弐十五我 即
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四1士λ 弐十践 20α

三廿入 拾六銀 施o

二廿入 抽凹級 140

張龍A掴 瓶 昧珊 蔵頼晴倫 〔4ウ)

壱匁人 弐典弐厘 麗

1

小半両入 弐鉗梱 厘 塑

大ヰ両人 弐銀五厘 量5

壱弼λ ≡蝕八厘 鵠

二両入 四銀八厘 ・把

三両入 1職 釦

五画入 壱鎮五厘{マヤ1 150脅

i・瞬 入 穆破八厘搾咽 180由

正生地小瓶 帖 ウ〕

木口 壷庫 一ヒ毛 1.7

五分人

共口 三厘一ヒ毛 3.7

1

ホ1] 壱厘八毛 1.5

八牙入

共口 三厘八毛 3.富

木[1 菅厘八毛 1,駐

壱匁人
共口 三駆八毛 き.5

4`口 弐凪一毛 窪,ユ

二匁入

共口 四厄弐毛 4.琶

懐中瓶 偲 オ〕
一

木「1 弐厘弐毛 a2

崔匁入

共口 四皿五毛 ・L5

制1.1 弐匹五毛 2.5
二匁入

共1コ 五厘瀧毛 5.与

ポ1コ 四撞八毛 4.呂

壱両λ

共口 七均申: 7

ホ[1 七縦 了

二両入

'≒「1 畳観 10

豪 コ 「粟瓶益本尾張屋伊蒔幸七 製品腹亮 国鎌」所眼の吝穂瓶の容量 ・単価。明渣四`{≡五月

に布告 された新貨蜷側 に従い、睡果の寛永通窒一文錦鋤 を新貨幣一颯 に換算 した哩常㌔
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図3-1『 薬瓶釜本尾張屋伊藤幸七製品販売 目録』の 「和製薬瓶」 〔1オ)

図3-2同 「同細 口膀 瓶」(2ウ)

14

Rights were not granted to include this image in electronic 
media. Please refer to the printed journal.

Rights were not granted to include this image in electronic 
media. Please refer to the printed journal.



咽

し
て
鉄
竿
を
用

い
て
成
形
を
行
う
。
こ
の
場
合
も
恐
ら
く
同

じ
意
味
で
用

い
ら
れ

ポ

ノ
ド

て
お
り
、
舶
来
品
と

い
う
意
味
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
ま

た

「同
細

口
膀

瓶
」

の
重
量
単
位
の

「
廿
」
は
、
当
時
ポ
ン
ド
の
記
号
と
し
て
』
の
筆
記
体
に
横
棒

一

を
加
え
た
活
字
が
蘭
書
な
ど
に
用

い
ら
れ
て
い
た
の
を
、
和
風
に
楷
書
化
し
、
こ

れ
を
二
十

の
異
体
字
に
当
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
瓶

の

「正
味
」

の
重
量
は
、
水

ま
た
は
う
す

い
水
溶
液

の
場
合
、
例
え
ば

「懐
中
瓶
」
壱
匁
入
は
三

・
七
五

g
即

ち
三

・
七
五

㏄
、
壱
両
入
は
三
七

・
五

9
即
ち
三
七

・
五

㏄
と
そ
れ
ぞ
れ
容
量
と

し
て
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
3
の
う
ち
正
味
二
両

(七
〇

9
↓
七
〇

㏄
)

入
ま
で
の

「和
製
薬
瓶
」
お
よ
び

「正
生
地
小
瓶
」
「懐
中
瓶
」
は

い
ず
れ
も
銭

に
換
算
し
て

一
・
七
文
か
ら

一
〇
文
と
江
戸
の
水
の
容
器
に
比
べ
て
安

い
が
、
そ

れ
で
も
上
記

『紅
毛
方
脇
荷
物
落
札
帳
』

の
各
種
薬
瓶
の
銭
換
算
値
の
○

・
四
文

か
ら
六

・
六
文
に
は
及
ば
な
い
。
広
口
薬
瓶
に
し
て
も
尾
張
屋
の
も
の
は
六
〇
文

か
ら
八
五
〇
文
も
す
る
の
に

『紅
毛
方
脇
荷
物
落
札
帳
』
の
も

の
は
大
き
さ
不
明

な
が
ら
二

・
六
文
か
ら
六

・
六
文
、
側
面

・
栓
な
ど
研
磨
し
た
角
瓶
に
し
て
も
尾

張
屋
の

「薬
籠
入
摺
瓶
」
で
二
二
文
か
ら

一
八
〇
文
ヵ
に
対

し
て
上
記

『嘉
永
三

戌
三
番
割
紅
毛
脇
荷

・
:

』
の
角
形
薬
瓶
は

一
・
九
文
と
破
格
の
安
値

で
あ
る
。

よ
く
話
に
聞

い
て
い
た
の
は
、
長
崎
に
も
た
ら
さ
れ
る
商
品

は
二
級
品

二
二
級
品

一15一
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で
本
国

で
は
売
り
物
に
な
ら
な
い
代
物
で
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
石
田
千
尋
氏
に
よ
る
と
、
定
高
内

で
の
取
引
量
を
多
く
す

る
た
め
、
日
蘭
双
方
と
も
元
値
よ
り
安
値
で
商
品
を
販
売
し
て
い
た
と

い
う

(日
蘭
双
方
は
そ
れ
ぞ
れ
安
値
で
仕
入
れ
た
商
品
を
何
倍
も
の

働

価
格
で
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
値
で
販
売
し
た
こ
と
に
よ
る
損
失
を
補

い
十
分
に
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
)
。
し
か
し
石

田
氏
の
指
摘
が
本
方
荷
物
に
関
連
し
て
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
上
記
の
よ
う
に
長
崎
会
所
と
オ
ラ
ン
ダ
と

の
取
引
価
格
と
、
長

崎
会
所
と
入
札
権
を
も

つ
商
人
と

の
取
引
価
格

(入
札
価
格
)

の
間
に
大
き
な
落
差
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
向
け
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
日
蘭

双
方
と
も
元
値
よ
り
安
値
で
商
品
を
販
売
し
て
い
た
と
い
う
指
摘

の
み
が
強
く
印
象
に
残

っ
た
ま
ま
、
破
格
の
安
値
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
と

自
ら
を
説
得
し
、
五
十
嵐
光
敏
氏
か
ら
依
頼
さ
れ
た
原
稿
の
稿
を
了
え
た
。

註
ω

題
籏
な
く
内
題
も
な
い
和
綴
じ
横
本
の
版
本
、

一
一
丁
。
仮
に

『薬
瓶
釜
本
尾
張
屋
伊
藤
幸
七
製
品
販
売
目
録
』
と
し
て
お
く
。
明

治
初
期
頃
、
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。

②

内
閣
官
報
局

『法
令
全
書
』
明
治
四
年

(長
尾
景
弼
発
行
、
博
聞
社
、
明
治
二
十

一
年
)、
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
蔵
、
二
二
七
頁
所

収
の
新
貨
条
例
に
よ
る
と
、

一
銭

ハ
一
両
ノ
百
分

一
即
チ
永
十
文

]
厘

ハ

一
両
ノ
千
分

一
即
チ
永

一
文
ト
相
当
ル
ヘ
シ

と
あ
り
、
同
四
年
十
二
月
に
は
新
旧
銅
貨
を
上
記
相
当
で
混
用
し
て
差
し
支
え
な

い
こ
と
が
布
告
さ
れ
て
い
る

(四
四
七
-

四
四
九

頁
)。
こ
の
措
置
は
同
十
七
年
に
第
二
十
六
号
布
告
で
同
十
九
年
十
二
月
限
り
と
さ
れ
た
が
、
同
十
九
年
に
勅
令
第
七
十
号

で
さ
ら

に
延
期
さ
れ
た

(四
四
八
頁
)
。ま
た
同
じ
く
新
貨
条
例
に
は
、

厘
ヨ
リ
以
下
ハ
別
二
鋳
造
ノ
貨
幣
ナ
シ
ト
難

モ
若
シ
計
算

ヲ
要
ス
レ
ハ
毛
糸
忽
微
繊

ヲ
以
テ
微
少
ノ
数
ヲ
算

ス
ヘ
シ
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(3)(4)

と
あ
り

(二
二
七
頁
)
、
『薬
瓶
釜
本
尾
張
屋
伊
藤
幸
七
製
品
販
売
目
録
』
に
お

い
て
も

「
三
厘
八
毛
」
な
ど

「毛
」

の
単
位

で
直
段

が
表
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
新
貨
条
例
中
の

「
永

一
文
」
は
寛
永
通
宝
の
内
、
耳
白
銭
、
そ
の
外
の
元

一
文
銭

の
こ
と
で
あ
る

(四

四
九
頁
)
。

大
日
本
窯
業
協
会
編

『日
本
近
世
窯
業
史
』
第
四
編

「硝
子
工
業
」
(大
日
本
窯
業
協
会
、
大
正
六
年
、
昭
和
四
十

一
年
復
刻
)、
二

一

三
-
二

一
四
頁
。

吹
製
法
に
又
和
吹
及
び
中
吹
の
別
あ
り
。和
吹
は
維
新
前
よ
り
の
硝
子
業
者
が
唯

一
の
製
作
法
と
し
て
伝

へ
来
り
し
も
の
に
し
て
、

共
竿
を
用
ゐ
口
中
の
吹
息
を
以
て
熱
し
た
る
生
地
を
膨
張
せ
し
め
、
僅
か
に
手
加
減
を
以
て
其
形
を
作
り
た
る
も
の
な
り
。
然
る

に
維
新
後
に
至
り
、
共
竿
の
万
事
に
不
便
な
る
を
感
ず
る
と
共
に
西
洋
風
に
傲
ひ
て
鉄
竿
を
之
に
代
用
す
る
事
を
知
り
、
又
成
形

に
要
す
る
鋏
箸
類
、
前
刀刀
、
饅
等
も
鉄
製
品
を
使
用
す
る
に
至
れ
り
。
此
法
は
海
外
よ
り
の
輸
入
に
係
る
を

以
て
中
吹

一
名
舶
来

吹
と
称
し
、
之
に
対
し
て
旧
来
よ
り

の
製
法
を
和
吹
若
く
は
ジ
ヤ
ツ
パ
ン
吹
と
称
せ
り
。
此
吹
方
の
改
革
に
就
て
も
与

つ
て
力
あ

り
し
は
品
川
硝
子
製
作
所
な
り
と
す
。

石
田
千
尋

「長
崎
貿
易

の
精
華

1
そ
の
輸
入
品
を
め
ぐ
っ
てー
」

(神
戸
市
立
博
物
館

『鎖
国

・
長
崎
貿
易

の
華

ー
ギ
ヤ
マ
ン
/
更
紗
/
金
唐
早
1
』

神
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
教
育
公
社
、
平
成
六
年
)、
=

九
頁
。

四

入

札

価
格

に

つ
い
て

の
疑

義

そ
の
後
、
『医
療
用
点
眼
瓶
の
変
遷
』
に
収
録
す
る
た
め
の
小
稿

「江
戸
後
期
明
治
前
期
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
器
の
普
及
状
況
」
の
初
校
が
済

み
、
次

い
で
そ
の
再
校
も
大
阪
の
サ
ン
キ
印
刷
株
式
会
社
の
花
本
薫
氏

へ
郵
送
し
た
翌
日
に
な

っ
て
、
稿
を
了
え
た
後
も
何
と
な
く
気
に
な

一 工7一



っ
て
い
た

『紅
毛
方
脇
荷
物
落
札
帳
」
お
よ
び
各
種
見
帳
に
記
さ
れ
た
、
長
崎
会
所
で
の
入
札
権
を
も

つ
商
人
に
よ
る
落
札
価
格

・
入
札
価

格
を
も
う

一
度
見
直
す
こ
と
に
し
た
。
蕎
麦

一
杯
が

一
八
文

の
時
代
に
、
い
か
に
二
級
品

・
三
級
品
と
は
い
え
、
ま
た
元
値
よ
り
安

い
と
は

い
え
舶
載
の
各
種
薬
瓶
が
数
文
、
も
の
に
よ

っ
て
は
0

・
四
文

で
、
ま
た
研
磨
加
工
を
要
す
る
角
形
薬
瓶
が

一
・
九
文

で
落
札
で
き
た
で
あ

ろ
う
か
。
疑
義
は
深
ま
る
ば
か
り
で
、
改
め
て
石
田
千
尋
氏

の
論
文
を
読
み
返
し
て
み
た
。
論
文
の

「
皿
.
文
政
二
年

(
一
八

一
九
)
オ
ラ

ン
ダ
船
本
方
荷
物

の
国
内
流
通
」

の
終
わ
り
に
近
く
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
。
当
初
、
読
ん
だ
と
き
は
細
か

い
数
字
に
辟
易
し
て
、

さ

つ
と
目
を
通
す
に
と
ど
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
少
し
長
く
な
る
が
重
要
な
こ
と
な

の
で
要
約
せ
ず
に
原
文
を
引

用
す
る
。

本
史
料

〔長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵

『卯
四
番
割

卯
紅
毛
本
方
見
帳
』

(文
政
二
年
)
1
棚
橋
〕
の

一
例
と
し
て

「壱
番
狸
ミ
緋
」

の

項
を
図
10

(省
略
)
に
掲
げ
て
お
く
。
こ
の
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に

「拾
壱
反
」
の
横
に

「内
⊥ハ
反
献
上
」
と
あ
り

、
オ
ラ
ン
ダ
船
持
ち

渡
り
反
数
を
記
し
た
後
に
、
そ
の
中
で
献
上
品

(進
物
品
を
含
む
)
と
し
て
何
反
使
用
さ
れ
る
か
ま
で
記
し
た
上
で
取
引
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
み
。
ま
た
、
本
史
料
よ
り

「壱
番
狸
≧
緋
」
を

「此
方
」
す
な
わ
ち
村
上
が

「
四
百
十
八
匁
」
で
落
札
し
て
い
る
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
経
済
学
部
分
館
に
は
、
村
上
の
文
政
二
年

(
一
八

一
九
)
の
長
崎
で
の
取
引

の
覚
帳
で
あ
る

「文

政
二
年
卯
秋

大
宝
恵
」
(2
ρ
=
刈
)
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に

「卯
四
番
割
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
中
に

コ

、

壱
番
狸
ミ
緋

拾
七
間
四
合
六
夕
壱
才
」
が

「代
七
貫
弐
百
九
拾
八
匁
六
分
九
厘
八
毛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
上
述
の
落
札
値

叫

段

「
四
百
十
八
匁
」
は
、

「壱
番
狸
ミ
緋
」
の

一
間
の
値
段
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
狸
≧
緋
は
オ
ラ
ン
ダ
側
よ
り

日
本
側

(長
崎
会
所
)

に

一
問

一
〇
テ
ー
ル
す
な
わ
ち

一
〇
〇
匁
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
長
崎
会
所
は
、
村
上
に
四

・
一
八
倍

で
売

っ
て
い
る
こ

と
が
判
明
す
る
。

引
用
を
省
略
し
た
図
10
で
も
品
名
の
下
に
続
け
て
数
量
が
記
さ
れ
、
多
く
の
覚
書
の
後
に
入
札
価
格
が
三
番
入
札
ま

で
記
さ
れ
て
い
る
。
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す
な
わ
ち

「壱
番
狸
ミ
緋

拾
壱
反
/
内
六
反
献
上
/

:

・
/
四
百
十
八
匁
」
と
あ
る
の
で
、
冒
頭
に
引
用
し
た
証
文

の
場
合
の
よ
う
に

解
釈
す
れ
ば
、
四

一
八
匁
は
五
反
分
の
落
札
価
格
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

一
問
分
の
落
札
価
格
で
あ
る
と

い
う
。
そ
う

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ガ

ラ
ス
器

の
場
合
も
見
帳

に
落
札
価
格

・
入
札
価
格
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
も

の
は
い
ず
れ
も
単
価
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
立

場
か
ら
み
る
と
表
1
に
お
い
て

「壱
番
広
口
薬
瓶
」
「弐
番
同
」
の
落
札
価
格
が
い
ず
れ
も

一
四
匁
八
分

∴

一
匁
六
分
と
高
価

で
、
広
口
瓶

が
他
の
瓶
よ
り

一
般
に
値
が
高
い
こ
と
と
符
合
す
る
し
、
ま
た
落
札
価
格
を
数
量

で
割

っ
て
求
め
た
単
価
は
、
数
量
が
四
八
五
か
ら
五
七
八

と
多

い
薬
瓶
は

「壱
番
角
台
薬
び
ん
」
「壱
番
広
口
薬
瓶
」
を
除
き
Q

・
四
文
か
ら
0

・
入
文
と
他

の
数
量
の
少
な
い
薬
瓶
に
比
べ
て
多
く
は

安
値
で
、
い
ず
れ
も

一
文
未
満

の
価
で
あ
る
。
そ
こ
で

『鎖
国

・
長
崎
貿
易

の
華
ー
ギ
ヤ
マ
ン
/
更
紗
/
金
唐
平
1
」
所
掲

の
各
種
見
帳
の
図
版

に

つ
い
て
、
薬
瓶
以
外
の
ガ
ラ
ス
器
に
関
し
て
、
類
品
間

の
入
札
価
格
と
数
量
の
関
係
を
吟
味
す
る
こ
と
に
し
た
。

『安
政
五
午
十

一
月
午
六
番
割

午
紅
毛
弐
番
舟
見
帳
』
〔安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
、大
阪
商
工
会
議
所
経
営
情
報
部
図
書
館
蔵
〕
所
掲

の
蓋
物

の
場
合

(図
4
)

△

い
切
子
台
付
蓋
物

六
ッ

(略
)

△

ろ
同

六
ツ

(見
取
り
図

・
覚
略
)

九
十
壱
匁

(
一
番
札
)

七
十
匁

(二
番
札
)

〃

(三
番
札
)
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△

は
同

弐
ツ

〔見
取
り
図

・
覚
略
)

九
十
二
匁
五
分

(
一
番
札
〕

六
十
匁

凸二
番
札
〕

四
十
八
匁

(三
番
札
)

「
い
切゚
子
台
付
蓋
鋤
」
は

「七
≧
子
切
子
」
な
の
で
別
と
し
て
.
「
ろ
岡
」
「は
岡
」
は
い
ず
れ
も
身

の
側
面

・
蓋
の
大
半
が

「本

ス
リ
立
」

の
フ
ァ
七

ッ
ト

(切
子
)
の

「
上
品
」
な
も

の
で
、
前
者

の
蓋
が
内
反
り
,
後
者
の
蓋
が
外
反
り
程
度

の
違

い
を
除
け
ば
ほ
ぼ
同
じ
も
の
に

見
え
る
。
し
か
る
に
数
量
が
六
個
に
二
個
と
三
倍
も
異
な
る
の
に
、

一
番
札
は
九

一
匁

・
九
二
匁
五
分
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
し
か
も
落

札
者
は

い
ず
れ
も
同
じ

「
ふ
し
や
」
(藤
屋
}
で
あ
る
。

「午
紅
毛
船
本
方
脇
荷
品
代
リ
ロ

ニ
見
ル
事
占
落
札
迄
記
」
(江
戸
後
期
、
長
崎
県
立

長
崎
囲
轡
館
蔵
)
所
掲

の
コ
ッ
プ

の
場
合

{図
5
〕

こ
却

金
縁
金
絵
角
透
こ
つ
ふ

(略
)

壱
番
同
透

こ
つ
ぶ

(略
〕

弐
番
同

(見
取
け
図

・
覚
略
)

廿
壱

九
拾
八

四
拾
七

一 一20一
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図
4『

安
政
五
午
十
一
月
午
六
番
割

午
紅
毛
弐
番
舟
見
帳
』
大
阪
商
工
会
議
所
経
営
情
報
部
図
書
館
蔵

勝
盛
典
子
氏
撮
影

Rights were not granted to include this 
image in electronic media. Please refer to the 
printed journal.
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口
匁
口
分

(
一
番
入
札
)

四
匁
九
分
口
厘

(二
番
入
札
)

四
匁
七
分

(三
番
入
札
)

一

三
番
同

三
百
七

ツ

(見
取
り
図

・
覚
略
)

四
匁
八
分
壱
厘

(
一
番
入
札
)

四
匁
五
分

(二
番
入
札
)

四
匁
口
分

(三
番
入
札
)

「金
縁
金
絵
角
透
こ
つ
ふ
」
は
見
取
り
図
に
よ
る
と
角
台
付
き
の
杯
な
の
で
こ
れ
は
別
と
し
て
、
同
じ
く
金
縁
金
絵

の

「透
こ
つ
ぶ
」
の

弐
番

・
三
番
は
、
そ
の
見
取
り
図
が
よ
く
似
て
い
て
後
者
の
口
辺
が
少
し
端
反
り
で
あ
る
く
ら
い
の
違

い
に
し
か
見
え
な

い
。
「弐
番
同
」

の

一
番
入
札
の
最
初
の
部
分
は
五
匁
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
二
番
入
札

・
三
番
入
札
は
四
匁
台
、
コ
ニ
番
同
」
の
入
札
は
い
ず
れ
も
四
匁
台

で
あ

る
。
も
し
入
札
価
格
が
単
価
で
な

い
と
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
も

の
で
あ
る

「弐
番
同
」
が

「三
番
同
」
よ
り
六

・
五
倍
以
上
高
値

に
な

る
。
し
か
も

「三
番
同
」
は
単
価
が

一
・
六
厘

(約

一
・
六
文
)
と
常
識
外
れ
の
値
段
に
な

っ
て
し
ま
う
。

ま
さ

に
顔
か
ら
血
の
引
く
よ
う
な
思

い
で
、
同
夜
、
サ
ン
キ
印
刷
株
式
会
社

の
花
本
薫
氏
に
作
業
を
見
合
わ
せ
て
も
ら
う
よ
う

聞
〉
×
で

依
頼
し
た
。

註
ω

石

田

千

尋

「
長

崎

貿

易

の
精

華

1

そ
の
輸
入
品
を
め
ぐ
っ
て
⊥

(神

戸

市

立

博

物

館

『
鎖

国

・
長

崎

貿

易

の
華

ー

ギ
ヤ
マ
ン
/
更
紗
/
金
唐
革
1

』

神
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(2)(5) (4)(3)

戸

市

ス

ポ

ー

ツ
教

育

公

社

、

平

成

六

年

)
、
=

八

頁

。

こ

の
部

分

は

拾
壱

反

分

と

し

て

入

札

す

る

が

、

内

六

反

は

献

上

品

と

な

る

の

で
、

そ

の
分

は

入

札

者

の
負

担

に
な

る

も

の
と

勝

手

に

解

釈

し

て

い
た

。

謬

O
°。
°$

Q。
冶

＼

ミ

ト
9

囲

11
と

o。
冶

＼

醒

前

掲

『
鎖

国

・
長

崎

貿

易

の
華

ー

ギ
ヤ
マ
ン
/
更
紗
/
金
唐
革
1

』
、
六

二
頁

、

図

版

番

号

66

。

前

掲

『
鎖

国

・
長

崎

貿

易

の
華
ー

ギ
ヤ
マ
ン
/
更
紗
/
金
唐
革
1

』
、
八

四
頁

、

図

版

番

号

蹴
1

2

。

五

見
帳

に
記

さ
れ
た

ガ

ラ

ス
器

の
入
札

価
格

休
館
日
明
け
を
ま

っ
て
、
神
戸
市
立
博
物
館

に
勝
盛
典
子
氏
を
尋
ね
た
。
勝
盛
氏
は
同
館
所
蔵

の
五
箇
所
商
人

・
村
上
家
の
文
書
を
整
理

し
て
目
録
を
作
成
さ
れ
、
ま
た
平
成
六
年
に
同
館

で
開
催
さ
れ
た
特
別
展

「鎖
国

・
長
崎
貿
易

の
華
ー
ギ
ヤ
マ
ン
/
更
紗
/
金
唐
革
1
」
に
お

い
て

輸
入
裂
見
本
帳
の
調
査
を
手
掛
け
て
お
ら
れ
た
の
で
、
長
崎
会
所
に
お
い
て
入
札
が
単
価
で
行
わ
れ
る
よ
う
な
し
き

た
り
が
あ

っ
た
の
か
を

確
認
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
同
氏
に
対
し
て
、
石
田
千
尋
氏
に
よ
る
と
狸
ミ
緋

の
場
合
、
数
量
は
反
単
位
で
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、

落
札
価
格
は
間
あ
た
り
の
匁
単
位
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ガ
ラ
ス
器
の
場
合
、
単
価
で
な
い
と
す
る
と
上
述
の
よ
う
な
不
合
理

・
矛
盾
が

生
ず

る
こ
と
を
説
明
し
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
。
同
氏
は
ガ
ラ
ス
器
に
つ
い
て
上
述

の
よ
う
な
不
合
理

・
矛
盾
が
生
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、

見
帳

に
記
さ
れ
た
入
札
価
格

・
落
札
価
格
を
単
価
と
見
倣
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
、
さ
ら
に
同
日
、
た
ま
た
ま
石
田
氏
と

連
絡
を
と
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
石
田
氏

の
ご
意
見
を
聞
い
て
戴
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ほ
ど
な
く
石
田
氏
か
ら
電
話
が
か
か
り
、
勝

盛
氏
は
席
を
立
た
れ
た
。
結
局
、
石
田
氏
の
ご
意
見
も
同
じ
で
ガ
ラ
ス
器
の
場
合
も
ど

の
よ
う
な
取
決
め
で
入
札
が
行
わ
れ
て
い
た
か
は
分
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か

っ
て
お
ら
ず
、
上
述
の
よ
う
な
不
合
理

・
矛
盾
を
見

い
だ
し
て
、
見
帳

に
記
さ
れ
た
入
札
価
格
が
単
価
か
否
か
を
推
定
す
る
し
か
な
い
と

②

の
こ
と

で
あ

っ
た
。
そ
の
と
き
勝
盛
氏
か
ら
恵
与
さ
れ
た
石
田
氏
の
論
文

コ
ピ

ー
に
よ
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
と
長
崎
会

所
と
の
取
引
に
お
い
て

は
、
「価
格
基
準

の
設
定
は
、
オ
ラ
ン
ダ
側
史
料

・
日
本
側
史
料

で

一
致
し
て
お
り
、
大
羅
紗

・
ふ
ら
た

・
呉
羅
服
連

・
さ
る
せ

・
杢
織
呉
羅

服
連
は

一
問
、
小
羅
紗

・
小
幅
小
羅
紗

・
海
黄

・
奥
嶋

・
木
綿

・
弁
柄
嶋

・
更
紗
に
つ
い
て
は

一
反
と
さ
れ
て
い
る
」
と

い
う
。
両
氏
の
お

陰
で
見
帳
に
記
さ
れ
た
、
長
崎
会
所
に
お
け
る
五
箇
所
商
人
に
よ
る
入
札
価
格

・
落
札
価
格
は
単
価
で
あ

っ
た
と
の
確
信
を
得
て
、
そ
の
日

大
阪

・
北
区
大
淀
中
の
印
刷
所
に
出
向
き
、
『紅
毛
方
脇
荷
物
落
札
帳
』
お
よ
び
各
種
見
帳
に
係
わ
る
単
価
を
す
べ
て
訂
正
し
、
悔
い
な
き
を

得
た

(入
札
価
格

・
落
札
価
格
を
単
価
と
見
倣
し
た
こ
と
に
触
れ
る
余
裕
は
も
は
や
な
か

っ
た
)。
勝
盛
典
子
氏
な
ら
び
に
同
氏
を
介
し
て

ご
助
言
を
戴
い
た
鶴
見
大
学
教
授
石
田
千
尋
氏
に
心
か
ら
感
謝
し
、
お
礼
を
申
し
あ
げ
た

い
。

註
ω

勝
盛
典
子

「村
上
家
文
書
と
輸
入
裂
見
本
帳
に
つ
い
て
の

一
考
察
-
特
別
展
「鎖
国
・長
崎
貿
易
の
華

ギ
ヤ
マ
ン
/
更
紗
/
金
唐
革
」
に
よ
せ
て
ー
」
(神

戸
市
立
博
物
館

『鎖
国

・
長
崎
貿
易
の
華
ー
ギ
ヤ
マ
ン
/
更
紗
/
金
唐
革
1
」
神
戸
市
ス
ポ
ー

ツ
教
育
公
社
、
平
成
六
年
)、
一
二
八
1

=
二

九
頁
。

②

石
田
千
尋

「長
崎
貿
易
に
お
け
る
染
織
輸
入
-
文
政
五
年
(天

二
一.〉
を
中
心
と
し
て
ー
」
(洋
学
研
究
誌

『
一
滴
』
第
七

号
、
津
山
洋
学
資
料

館
、
平
成
十

一
年
十
月
)
、九

一
頁
。
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六

お
わ

り

に

省
み
る
と
私
は
見
帳

の
性
格
に
つ
い
て
当
初
か
ら
何
か
思

い
違

い
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ

っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
見
帳
に
は
、
下



見
の
際
に
記
入
さ
れ
た
品
名

・
数
量

・
見
取
り
図

・
覚
書
の
他
に
、
入
札
結
果
と
し
て

一
番
入
札
か
ら
三
番
入
札
お
よ
び
各
入
札
者
名
ま
で

が
記

入
さ
れ
て
い
る
。
下
見
で
の
記
録
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
と
し
て
、
入
札
結
果
の
書
き
写
し
は
恐
ら
く
番
頭
が
店

に
い
る
主
人
に
報
告
す
る
た
め
の
単
な
る
覚
え
で
、
そ
れ
が
終
わ
れ
ば
用
済
み
に
な
る
ぐ
ら
い
に
受
け
と

っ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
そ
の
品

名

・
数
量

・
価
格
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
を
冒
頭
に
引
用
し
た
証
文
と
同
様
の
感
覚

で
読
み
と

っ
て
い
た
。
し
か
し
見
帳
は
売
買
記
録
や
証

文
と

は
全
く
別
の
性
格

の
も

の
で
あ

っ
た
。

見
帳

は
入
札
前
と
後
と
で
異
な
る
二
つ
の
重
要
な
機
能
を
持

つ
も

の
で
あ
る
こ
と
に
、
も

っ
と
早
く
気
付
く
べ
き

で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち

各
入
札
前
に
作
成
さ
れ
た
見
帳
は
、
そ
の
時
々
の
入
札

の
た
め
の
覚
え
で
あ
る
。
し
か
し
入
札
終
了
後
に
落
札
価
格

で
あ
る

一
番
入
札
だ
け

で
な
く

二
番

・
三
番
入
札
お
よ
び
各
入
札
者
名
ま
で
書
き
込
ま
れ
た
見
帳
は
、
次
に
類
品
が
入
札
に
か
け
ら
れ
た
と
き

に
、
そ
れ
ま
で
の
落

札
価
格
、
相
手
方
の
評
価
額
を
参
考
に
し
て
入
札
価
格
を
決
め
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
参
考
資
料
と
な
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
例
え

ば
前
述

の

『紅
毛
方
脇
荷
物
落
札
帳
』
所
載

の

「角
薬
瓶
」
に
し
て
も
三
番
か
ら
九
番
ま
で
あ
り
、
単
価
で
な
け
れ
ば
相
互
の
価
格
比
較
が

し
に
く

い
。
仮
に
入
札
が
各
商
品
ご
と
に
総
額
で
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
単
価
に
換
算
し
て
記
録
し
て
お
く
の
が
合
理
的
と
思

わ
れ

る
。
な
お
、
入
札
が
単
価
で
行
わ
れ
て
い
た
か
、
総
額
で
行
わ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
管
見
し
え

た
見
帳
の
図
版
か
ら
読

み
取
る

こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
。
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貴
重
な
資
料

の
写
真
掲
載
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
所
蔵
者
関
係
各
位
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。




